



貿 易 ・投 資の拡 大、情 報化及 び グローバ ル化の進展 に伴 い、 オース ト
ラ リア とア ジア地 域 間の人の動 きは、近年急 速 に深化 している。本論文
は、 ア ジァ地域 か らオー ス トラ リアへ の移民 につ い て論 じた 。1996年
の移民 の流 入者数 は、 オー ス トラリアへ の同国民 と外 国 人の短期 及 び長
期 の流 入 者総数の わず か1.3%程度 にす ぎない。 しか し、移民 の定着 は、
あ らゆ るネ ッ トワー クを通 じて、流 出 国 との 間の 人の動 きを促進 す る。
1980年代 後半 に 入 り、 オー ス トラ リアの移民 政策 は経 済効 果 を重視 す
る内容 に変 更 されて いる。 その結 果 アジアか らの高 い教 育水準 及び専 門
性 を持 った移 民 の流 入が増 加 してい る。1990-92年の3ヶ 年 間 は、 ア
ジ アか らの移民 が全 移民 流 入 者総 数 の50%を 上 回 っ た。本 論 文 で は、
まず オー ス トラ リアの戦 後 の移 民政 策 を概 観 し、長期 的 人[統 計 か ら、
ア ジアーbornの推 移 を ヨー ロ ッパーbornと比 較 しなが ら見る。overseas-
bornの中で もア ジアーbornの人[は1970年代以 降急速 に増加 してい る。
その 主 な要 因は、 同地域か らの移民 の増加 に よるもの で ある。そ こで主
に東南 ア ジア各国 か らの移民 の流入 につい て最 近の動 向 を見 る。
第一章 オース トラリアの移民政策=経 済効果の重視への
転換
1.1戦後 か ら1960年代末 まで
戦後 間 もない オ ース トラ リア移民政 策の 中心課 題 は、 国防で あ った。
戦 後 の 初 代 内 閣 労 働 党 チ ー フ リー 首 相 の 移 民 問 題 担 当 大 臣Arthur
Calwellは、オー ス トラ リアを守 る上 で年率2%の 人口増 加率 は必 要 だ
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と し、その 内1%の 上昇 は移 民 に よって増 加 させ るいわゆ る1%ル ール
を設 定 し、その供 給源 を戦 前 と同様 に イギ リスに求 めた:tl・1'。しか し間
もな くイギ リス に戦後 復興 景気が お とず れ、 卜分 な移民 を確 保 で きない
状 況 に直面 し、 オー ス トラ リア政府 は、 第二次大 戦 に よる非 イギ リス系
の ヨー ロ ッパ難民 に移民 の 門戸 を開 いてゆ くtll'L';。この ころか らオー ス
トラ リア は多民族 国家へ の道 を歩 む ことにな る。
1950年代 に入 る とオー ス トラ リア経 済 は好 景気 を迎 え、労 働 力 不足
の問題 に 直面す る。 この よ うな状 況 か ら国 防の観点 は間 もな く薄れ、大
量 に移民 を受 け入れ るこ とに よ り経済 を繁栄 させ る とい う点 に、移 民政
策の 中心 課題 は シフ トして ゆ く(注3}。しか し1960年代 に入 り、旧植民 地
支配 を受 けた 国 々が独 立 す る とい う状 況 が浸 透 して い く時期 を迎 え る
と、 オース トラ リアの移民 を白色人種 に限 る と言 う白豪 主義 は人種 差別
的で ある と して、 国際世 論の批判 を厳 し く受 け るよ うに なった。 また オ
ー ス トラ リア国内 におい て も、 すで に大量 のnon-British移民 が流 入 し、
文 化の多様化 が もた らされ 白豪 主義 に対 す る批判 が徐 々 に成熟 す る時 期
を迎 えて いた。 い くつ かの 改革 を経 て、1973年に労 働 党 のWhitlamは
民 族 ・皮膚 の色 ・国籍 に よる移民 資格 の差別 を完 全 に排 除す る こ とを宣
言 し、 白豪主義 に終IL符を打 った:II4t。さ らに1975年に 自山党 ・国民連
合 のFraserが政権 に就 き、 移民 の受入 れ規模 の増 加政策 に転 じて ゆ く。
また 選択 審査制 度 を改 善 し、1979年に点 数 制 度 を採 用 した数 値加 重多
要 因 評価制 度 を導 入 し、1983年の政 権 交代 まで この ポ イ ン ト制度 の採
用 と移民受入 れ規模 の拡 大 を堅持 した。
1.21970年代 以降
1970年代 の オー ス トラ リア経 済 は不 況 で 、 失業 率 も上昇 傾 向 にあ っ
た。 この よ うな時 に、移 民 を大量 に受 け入 れ るこ とに多 くの疑問 が発せ
られ る ように なった。1950-60年代 の好 景気 下 での政 策決 定 とは大 き
く異 な り、 この ころか ら移民政 策の議 論 は多様化 し移民 政 策 に求 め られ
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る 目的 の 幅 が 広 が る 一方 で 、 国 民 の コ ンセ ンサ ス を 得 に くい 混 迷 の時 代
に 入 る。 経 済 発 展 を指 向 す る もの と、 人 道 的 見 地 を 求 め る もの との2つ
の 観 点 の 間 で 多 くの 議 論 が 交 わ され て い る。 経 済 成 長 を 重視 す る グ ル ー
プ は 、 大 規模 な 移 民 の 受 入 れ を提 唱 し た。 ・方 人 道 的 見 地 に よ る移 民 の
受 入 れ を 重 視 す る 意 見 に は 、socialandhumanitariancaseの移 民 に 限
る と 言 う意 見 や`i"・5]、ア ジ ア か らの 移 民 を制 限 す べ き だ 〔柱6)とい う過 激
な制 限 主義 者 が 存 在 した 。 この よ うな 状 況 下 で 、1975年か ら1991年ま
で 、 オー ス トラ リ ア の移 民 政 策 に とっ て 重 要 な レポ ー トが 次 々 と発 表 さ
れ た(注%
(1)PopulationandAustralia:ADemographicAnalysisandProjection
(1975)これ は1975年にNationalPopulationInquiryによ り発 表 され
た い わ ゆ るBorrieReportと言 わ れ て い る もの で あ る。 こ の レポ ー ト
で は 、 オ ー ス トラ リア の 人[構 造 の トレ ン ドと、 将 来 の 人 口吸 収 力 に
基 づ き、 純 移 民 受 入 れ の水 準 を 年 間5万 人 と提 唱 した。
(2)1977年に はGreenPaperoftheAustralianImmigrationand
PopulationCouncil(1977)が発 表 され た 。 こ れ は移 民 政 策 を幅 広 い
分 野 で 議 論 して い る。 家 族 呼 び寄 せ 、 難 民 、 流 出 国 、 社 会 的 要 因 、 経
済 、都 市 、環 境 問 題 との 観 点 を取 り扱 っ て い る。こ の よ うな観 点 か ら、
グ ロ ス の 受 入 れ で10万 人 と い う 当 時 の 移 民 受 人 れ 規 模 か ら考 え る と




は 、 移 民 の 受 人 れ とそ の 経 済 効 果 を 次 の よ う に ま とめ て い る。 ① 雇 用
を悪 化 させ ず に 、 経 済全 体 を成 長 させ る②2000-2001年に オ ー ス ト
ラ リ アの 人 口 を2,000万人 に上 昇 させ る 。 ③ 都 市 化 や 市 街 の 成 長 の 制
約 を取 り除 く④ オ ー ス トラ リア 居 住 者 の 失 業 の 改 善 を はか る⑤ 民 間 及




(1988)いわ ゆ るFitzGeraldReportであ る。1988年に発表 され た。
15万人 の大 量 の移 民 の受 入 れ を提 唱 した。 さ らに この内 容 は非常 に
革新 的 で、経 済 に貢 献す る移民 の 重要性 を強 調 し、FamilyReunion
の規模 を削減 す る よ う提 唱 した 。 ビザ カテ ゴ リー別受 入 れ規模 で は、
FamilyImmigration40,000人、RefugeeandHumanitarianProgram
15,000人、OpenCategory95,000人を提 唱 した。 当委 員会 は経 済的 問
題 に最 も焦 点 を当 て、21世紀 の移 民 問題 の 中心 課 題 で あ る と断言 し
て い る。 この レポー トは、 これ までの民族 を中心 とレた内容 か ら、移
民 が オー ス トラ リア に何 を もた ら して くれ るのか とい う観点 か ら、移
民政 策 と国家 目標 との 関連 及び 各 カテ ゴリー の流入規模 に対す る分析
に焦 点 を移 動 させ た。
(5)PopulationIssuesandAustralia'sFutureEnvironmentEconomy
andSociety(1991)は1991年にthePopulationIssuesCommitteeof
theNationalPopulationCouncil(NPC)によって発 表 され た。適切
な人 口規模 を、環境 ・都市 問題 ・社 会正 義 ・経 済 ・国際関係 とい う幅
広 い側面 か ら議 論 してい る。環境 問題 を移民 政策 とリ ンク させ て いる
点は この リポ ー トの新 しい側 面 であ る。 グロスの移民 受 入れ水 準 を8
万人 か ら16万人の 規模 に して も、受 入 れ の構 成 に よって は、平 均 的
物 的生活 水準 にそれ ほ ど変 更を きた さないで あ ろ うと、述べ る。 また
この レポー トで は、移 民政 策 と人 口的戦略 の関係 か ら以 下の3点 の意
見 を提 唱 して い る。 人 口問題 は幅広 く長期 的 な視点 に立 って論 じられ
る もので、 その 中で あ らゆ るカテ ゴ リーの移 民 につ いての政 策 を論 じ
るべ きであ る。 また第二 に、技術 を持 った移 民 の受 入れ に積極 的 に な
るべ きであ る。 この こ とに よ り、他 の 目標 を犠牲 にす るこ とな く、経
済 目標 を達 成す るこ とが で きる。 そ して第 三 に人道的 目標 を達成す る
ため の移民 の受入れ よ りも、富 や物 的生活 の向上 に配慮 してゆ くべ き
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で あ る。
以 上の よ うに戦 後の オー ス トラ リアの移民 政策 は、 国際 政治環境 あ る
い は国内 の 世論 や経済状 況 に翻弄 され なが らも、 多 くの議 論 を尽 くし政
策決 定 を して きた。 特 に1988年に発 表 され たFitzGeraldReportでは、
「鋭 く経 済 的側 面に焦 点 を当 て るこ とは、移 民 政策 の改革 に中心 的 な課
題 であ る」(注8)と述べ 、移 民政 策か ら民族 問題 を排 除 し、経 済 目標 を重
視 してゆ くこ とが強調 され てい る。 この リポー トの発表 は、 オー ス トラ
リアの移民 政策 史の新 た な時 代の 開始 を示す もの であ った。つ ま りこの
結果 英語 を話す ア ジア諸国が オース トラ リアへの 移民 の最 大の供給 地域
とな るこ とに貢献 したの であ る(itg〕。 アジアか らの移民 の流入量 が1980
年 代後 半 か ら拡 大 してゆ く傾 向 は、 第 二章以 降 で述 べ る。 しか し1991
年 の レポ ー トNPCは 、 これ まで に ない 多 くの観点 か ら移民 政 策 を論 じ
て い るが 、特 に環境 問題 と移 民 の受 入 れ規模 を関係づ けてい る点が注 日
され てい る。90年代 に入 りオー ス トラ リア経 済 は不 況 に人 り、 失業 率
は上昇 に転 じた。 この こと と、移民 政 策に対 す る環 境 問題 の重要性 の提
起 は、移民 の受 入数 の減少傾 向 を導 いて いる く杣)。
第 二 章 オ ー ス ト ラ リ ア に お け る ア ジ ア ーbornの 人 ロ
最 近 の オ ー ス トラ リアの 移 民 政 策 の 変 更 に よ り、 ア ジア か らの 移 民 の
流 人 が 増 加 して い る が 、 本 章 で は1861年の 第 ・回 人 ロ セ ンサ ス か らの
デ ー ター を基 礎 に 、 移 民 政 策 の 変 化 を反 映 し、 最 近 の オ ー ス トラ リア の
overseas-bornの人 口構 造 が 、 ア ジ アーbornの比 率 を 高 め て い る過 程 を 検
証 す る 。 本 章 の 各 資 料 は、 巻 末 の 別 表1を 基礎 に作 成 した。 別 表1は 、
1861年か ら1996年まで の 地 域 別 人 口 規 模 を示 した もの で あ る 。1861年
か ら1981年の 統 計 は 、"WorkingPaperinDemography"1984Birth
placeoftheAustralianPopulation,1861-1981CharlesA,PriceetaL
(1984)を参 照 し 、1980年 以 降 はAustralianBureauofStatistics,
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AustralianDemographicTrends1997.を使 っ て 作 成 し た 。
2.10verseas・bornの人 口 比 率 の 推 移
1788年以 降 イ ギ リ スか ら オ ー ス トラ リ アへ 、 制 度 的 に移 民 の 流 入 が
開 始 さ れ た 。 最 初 の セ ンサ ス が 行 わ れ た1861年の オ ー ス トラ リア の 総
人 口 は1,152,106人で 、Australia-bornは428,954人、Overseas-bornは
723,952人で、Overseas-bornはAustralia-bornの1.7倍の 規 模 に 達 して
い た。1947年までOverseas-bornは70万人 か ら100万人 の 規 模 を推 移 し
て い た 。1947年以 降non-BritishEuropeanの大 規 模 な 流 入 に よ り、
Overseas-bornは上 昇 し、1954年に は1,286,466人にhっ た 。
1861年か ら1996年迄 の 全 人 口 及 びAustralia-bornに対 す るOverseas-
bornの比 率 の推 移 を小 した もの が 図2.1.1であ る 。 こ れ を見 る と1861年
の セ ンサ ス で は 全 人 口 に 占め るOverseas-bornの比 率 は63%に の ぼ っ た
が 、1947年に そ の 比 率 は 最 も下 落 し10%に ま で低 下 した が 、 そ の 後 大
幅 な 移 民 の 受 入 れ に よ り、 そ の 比 率 は 一 貫 して 増 加 し続 け1971年の セ
ンサ ス で は20%代 に 上 昇 し、1996年に は26%に まで 達 して い る 。 こ の
よ うな 数 字 か ら示 され る よ うに 、 戦 後 の 人 口構 成 に お い て 、 オ ー ス トラ
リア は 移 民 に大 き く依存 して い る。
2.2地域別Overseas-bornの人 口構 造の推移
1861年か ら1947までのForeign-bornの大部 分が ヨー ロ ッパーbornであ
り、 しか もイギ リス を中心 とす る もので あ った(別 表1参 照)。戦 後 の
移民 政 策の変 更 に よ り、1947年か らの移 民 の流 人 は急 速 に増 加 して い
る、,しか し1973年の 白豪 主義 の廃1ヒまで は、 ヨー ロ ッパ か らの移 民 が
大部 分 を 占めて い た,,その こ とを反映 して 、1947年か ら1970年代 前 半
までの ヨー ロ ッパ の 人口増加 は年率16%に 上 っ た。 しか し1970年代 前
半か らの ヨー ロ ッパーbornの人口の伸 び は緩 慢 で ある。 これ に代 わって 、
1970年代 前 半 か ら、 ア ジ アか らの 人 口流 人 が急 速 に上 昇 して い る。
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1971年か ら1991年のAsia-bornの人 口 上 昇 率 は17.5%と、 ヨ ー ロ ッパ ー
bornが最 も増 加 して い た 時 期 を上 回 る勢 い で 増 加 して い る 。
こ の よ う な 過 程 を 反 映 し、1901年、1971年、1996年各 年 の 地 域 別
Overseas-bornの人U構 成 比 率 を 計 算 す る と(1971年 と96年 は 図2.1.2
に 示 した)、1901年か ら1971年のOverseas-bornの人U構 成 は ほ と ん ど
変 化 が な い 。1971年の 地 域 別 人[構 成 で 最 も大 きな 比 率 を示 して い る
の は 、Europe-bornの86%、続 い てAsia-born(6%)、Oceania-born
(4%)、Africa-born、America-born(2%)とな っ て い る。 しか し
1996年の 構 造 は 大 き く変 化 して い る 。1970年代 後 半 か ら徐 々 にAsia-
bornの移 民 が 流 入 し、 ま た ヨー ロ ッパ か らの 移 民 の 数 が 停 滞 す る 中 で 、
Asia-bornのOverseas-bornに占 め る 比 率 は急 速 に 上 昇 して い る 。1996
年 のOverseas-bornの最 も高 い構 成 比 率 を 示 して い る の は、 依 然 と して
Europe-bornの56%であ る が 、 続 い てAsia(22%)、Oceania(10%)、
Africa(8%)、America(4%)の 順 で あ る 。 こ の こ とか ら、 オ ー ス
トラ リア のOverseas-bornの人 口 構 成 が ヨー ロ ッパ が 大 部 分 を 占 め る状
況 か ら一・転 し、 ア ジ ア か ら人 口 流 入 が急 速 に拡 大 して い る こ とが 示 され
る。




3.1デ ー タの 説 明
こ の 章 で 使 わ れ る統 計 は 、TheMovementDataBaseであ る 。 この
統 計 は 、 オ ー ス トラ リ ア の 出 入 国 時 に 書 くこ と を義 務 づ け られ て い る
ArrivalDepartureCardを基 礎 に 、DIEA(Departmentof
ImmigrationofEthnicAffairs)が収 集 しデ ー タ化 した もの で あ る。 こ
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れ らの 統 計 はBIPR(BureauofImmigrationandPopulationResearch)、
DIEA、ABS(AustralianBureauofStatistics)がそ れ ぞ れ の研 究 分 野
に合 わ せ て 加 工 し出 版 し て い る。 こ の 章 で はABSの 公 表 す る デ ー タを
使 っ た 。ABSの デ ー タ は 、 オ ー ス トラ リ ア で の 滞 在 期 間 に よ っ て 、
permanent、long-term、short-termの3つに分 類 し、 種 々の 項 目で 集
計 し公 表 して い る。ArrivalandDepartureCardの質 問 は、 年 齢 ・性
別 ・結 婚 ・出 生 地 ・国 籍 ・予 定 す る 職 業 ・予 定 す る 居 住 地 とい う極 め て
限 られ て い る 。 この デ ー タに は 幾 つ か の 問題 点 が あ る が(itll)、しか しこ
の よ う な 問 題 が あ る もの の 、 オ ー ス トラ リア の 移 動 に関 す る統 計 は 他 国
に比 べ て 、 非 常 に しっ か り した もの と 言 え る(iF・12)。
前節 で も述 べ た とお り、ABS統 計 は オ ー ス トラ リ ア で の 滞 在 期 間 に
よっ て3つ の 項 目 に分 類 さ れ て い る。 本 論 文 で は 移 民 に焦 点 を 当 て て い
る の で 、 こ れ ら3つ の 項 目の 中 の 、PermanentMovementを取 り上 げ
る 。PermanentMovementとはpermanentarrivalとpermanent
departureから構 成 され る 。permanentarrivalとは 、migrantvisaを保
有 す る か 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド市民 で 、 オ ー ス トラ リア に入 植 しよ う とす
る 者Gi,13}が、 当 該 期 間 に オ ー ス トラ リア に到 着 した 人 数 を 示 した 統 計
で あ る 。 一 方permanentdepartureとは 、 オ ー ス ト ラ リ ア 市 民
(formersettler)ある い は ニ ュ ー ジー ラ ン ド市 民 あ る い は ビザ な しで 移
民 と な っ た 市 民(otherresident)で、 オ ー ス トラ リ アか ら出 国 し帰 国
の 意思 を持 た な い 者 の 、 当 該 期 間 に オ ー ス トラ リ ア を 出 国 した 人 数 を示
した 統 計 で あ る 。 こ の 節 で 示 した統 計 は 、1-12月 の 期 間 の 年 デ ・・一・タ
で あ る。 こ の 統 計 で は 、1984年まで はcountryofbirth別の 統 計 だ が 、
1985年か らcountryoflastresidenceによ る統 計 で 、 分 類 項 目の 変 更 が
あ る こ と に 注 意 しな け れ ば な らな い 。
3.2Permanentmovement
図3⊥1は 自豪 主 義 を廃 止 した 翌 年 の1974年か ら1996年まで のtotal
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permanentresidentのarrivalとdepartureの人数 の推 移 を示 した もので
あ る(人 数 は別表2に 示 した)。オー ス トラ リアのpermanentresident
の受入 人数 は、労働 市場 へ の影響 を緩和 す るため 、経 済状 況が 最大 の決
定要 因 となってい る。 また国際的 な政治状 況 も受入 れ人数 に大 き く影響
す る。1974-75、1982-83、1990-92年は オース トラ リア経済 の不況
期 であ っ た。不 況の年 以降2-3年 間 は失業率 の高 い状 況が継続 し、そ
の結果75、76、83、84、93、94年の各年 にpermanentresidentの受 入
数の谷が観 察 され る 仙)。その 一方で好 況期 には受 入数 を拡大 して いる。
80-82年の期 間は9-ll万 人、 また86-91年には10-15万人規模 の
受 入れ た 〔iil5)。95年には96,969人の受 入れが あ ったが、96年には92,503
人 と ド落 してい る 翻㌧
図3.1.2はpermanentresidentの地域 別動 向 を示 した もので あ る。 ヨ
ー ロ ッパ か らの流 入 は70年代 巾 頃 に急 速 に減 少 して い る。 この ころか
らア ジア か らの流 入 が上 昇 し、1979年に は両 地域 か らの流 入 は 同 じ水
準 に なっ てい る。 その 後80年代 初期 の好 況期 に ヨー ロ ッパか らの 移民
が急 速 に ヒ昇 し、 ア ジアか らの移 民 との格 差 を拡大 させ たが、1983年
に移民受 人数が 減少す る 中で、 ア ジアか らの移民 の数 は ヨー ロ ッパか ら
の移民 の受 人 人数 をh同 り、 その 後1986年か ら1991年の拡 大期 には急
速 に受 入 れの 人数 を拡 大 した。1990-92年の3ヶ 年 間は、 ア ジアか ら
のpermanentresidentの人数 が全体 の50%を 上 回った。 この ような経
緯 を経 て、permanentresidentの地 域 別構 成の 推移 で は、1980年代 中
頃 に、 ヨー ロ ッパ か らア ジアへ と中心 が シ フ トす る結 果 を もた ら し
た(ill7)。
しか し流 出者 を差 し引 いた純流 人者数 を両地域 で比 較 す ると、すで に
1975年には、 ア ジアか らのpermanentresidentの純 流 入が ヨー ロッパ
を上 回る状 況 にあ った。移民 の 出国者 数 を移民 の 人国者 数で除 した帰 国
率の推 移 を見 る と(別 表3・4参 照)、 ア ジア か らの 移民 の帰 国率 は極
めて低 く、 ヨー ロ ッパ か らの移民 の帰 国率 は高い。特 に ヨー ロ ッパ か ら
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の移 民の 帰国 率 は、不 況 の時期 に高 くなる傾 向 にあ る。1975-76年に
は50%を 越 え、 また83-85年には30-38%に上 昇 し、1993-94年に
は40-45%の 高 い比 率 を示 して い る。 いず れ の時期 もオー ス トラ リア
経 済 の不 況の時期 と一 致 してい る。 一一方 ア ジアか らの移民 の帰 国率 は低
く、1974-1989年の期 間は5%を 下 回る水準 で推 移 したが、1990年以
降上 昇 に転 じ1993年には17.5%まで ヒ昇 して い る。 ヨー ロ ッパ か らの
流入者 数が 減少 す る傾 向 に沿 って、departureの数 も減 少 し、 ヨー ロ ッ
パの帰 国率 は ド落 し、 そ の一・Ljiでア ジアか らのpermanentresidentの
departureの人 数が 上昇 す る傾 向 にあ る。 この よ うな傾 向が 生 じて きて
はい る ものの、依 然 と して ヨー ロ ッパか らの移民 の帰 国率 は高 く、 ア ジ
アか らの移 民の帰 国率 は低 い とい う特徴 が あげ られる。
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別表5は 、 ア ジア各 国か らの移民 の流入 者数 の推 移 を示 した もので あ
る.1985年 まで は ア ジ ア 各 国 か ら の 移 民 の 規 模 は 非 常 に 少 な い 。
1978-79から1981-82年の3ヶ 年の期 間 は イ ン ドシナ3ヶ 国 の難民が
大 量に流 人 して きた期 間で、 この期 間 にはベ トナムか らの流 入が アジア
移民 の大 半を占めてい た。
1986年以 降移 民受 人数 の 上昇 と ともに、 ア ジアか らの流 人 も ヒ昇す
る。特 にHongKong、Philippines、Malaysiaからの流 入増加 が 大 きい。
1986年か ら1995年迄 の 期 間の こ れ ら3ヶ 国 の 動 きを見 る と、Hong
Kongでは、1988年か ら1992年の5年 間 に流 人の ピー クがあ る。1991
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年 に は17,470人の 流 入 が あ っ た。 こ れ は1997年の 香 港 返 還 や1989年の
天安 門 事 件 が 大 き く影 響 して い る。 こ の5ヶ 年 問 で63,580人の香 港 か ら
の 流 人 が あ っ た が 、1995年に は5,139人に減 少 して い る。Philippinesか
らの 流 人 で は 、1986年か ら1995年の 期 間 で は 、1988年に10,590人の 流
入 に よ る ピー ク を 迎 え るが 、1995年に は4.497人と な っ て い る。 ま た
Malaysiaから も1988年に&390人の流 入 が 有 り最 も多 くの 流 入 を この 年
に迎 え る が 、1995年に は1,401人に 収 束 して い る。VietNamか らの 流
入 は1990-91年 に13.248人が 流 人 し、 依 然 と して 大 きい こ とを 示 して
い る。
4.2Permanentresidentdeparture
1984年ま で の デ ー ター はcountryofbirthで1)〈分 して い るが 、1985年
以 降 の 出 国 デ ー タ は 「入 国 先 」 を示 した 統 計 で あ る。1984年 ま で は 、
Asia-bornの流 出 は 非 常 に 少 な く合 計8,028人の 流 出 で あ っ た 。 ま た
1985年以 降 の統 計 は 、 ア ジ ア 地 域 へ の 流 出 量 を示 して い る が 、 こ の 人
数 は上 昇 す る傾 向 を 示 して い る もの の 、 合 計 で14,834人と小 規 模 な流 出
で あ っ た 。 しか しformersettlerのAsiaregionへのpermanent
departureは一 貫 して1二昇 し、1995年に は2,474人と な っ て い る。 一 方
otherresidentdepartureの数 も増 加 傾 向 にあ る、,特に1985年以 降 の統
計 は 、otherresidentのア ジ ア地 域 へ の 流 出 を示 す が 、21,258とな り、
formerresidentを大 き くE回 る状 況 と な っ て い る。
オ ー ス ト ラ リ ア か ら ア ジ ア へ の 出 国 先 別 統 計 は 、 別 表6に 示 し た
(formersettlerとotherresidentの合 計 に よ る もの で あ る)、,1985年以
降 香 港 へ の 出 国 が 最 も大 きい 。 各 国 の1985年か ら1995年の 累 計 の この
期 間 の ア ジ ア か ら のtotalpermanentdepartureに対 す る 比 率 で は 、 香
港 が33.7%と最 も高 い 比 率 と な って い る 。続 い て シ ン ガ ポ ー ル(14.8%)、
マ レー シ ア(9.5%)、 イ ン ドネ シ ア(9 .2%)の 順 で あ る 。10年 余 の 期
間 に 、 香 港 か らは202.048人の 移 民 が 入 国 した の に対 し流 出 は9.343(出
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国率4.6%)人、 シ ンガポー ルか らは45,72i人の 移民 の 人 国 に対 し、 出
国 は4,102人(出国 率9.0%)、マ レー シア は120,859人の 人 国 に 対 し
2,631人(出国率2.2%)の出国、 イ ン ドネ シア は42,302人の 人 国 に対 し
2,547人(出国率6.0%)の出国で あ った。 以上 の4ヶ 国 は オー ス トラ リ
アか らのpermanentdepartureの数が 最 も大 きい ア ジアの 国 々の入 国者
数 との比 較 を示 した もので あ るが、 ア ジア諸 国の純 流 人率 は高 い水準 に
あ るこ とが特 徴 と してあげ られ る。
第 五 章 結 論
1973年に白豪 主義 に終 止符 が 打 た れて も、直 ちに非 ヨー ロ ッパ か ら
の移民 が 大量 に流 入 す る こ とは なか っ た。 しか し1975年にベ トナムが
統 一され、 イ ン ドシナ半 島か ら多 くの難民 が流 出 し、 この受 人 れが ア ジ
ア諸 国か らの大 規模 なpermanentresidents流入 の さ きが け とな った。
しか し1975年か ら1977年まで は、 わず か5,348人の難民 が流 人 した にす
ぎず、 その他 の移民 受入れ プ ロ グラム による ア ジア全体 か らの流 人総数
自 体 も 小 規 模 な も の で あ っ た 。 し か し イ ン ドシ ナ3ヶ 国 か ら 、
HumanitarianProgramの下 で、1978年10.618人、1979年14,247人、
1980年15,404人、1981年14,468人が流 入 し、 ア ジアか らのpermanent
resident全体 の45-55%に 達 してい た。 しか し移民 受 入 れ総 数が 大 き
く拡 大 した時期 の1987年か ら1992年の期 間 に は、 ア ジアか らの流 人 者
数が5万 人 を越 え、 これ まで にない規 模の受 入総 数 となった。流 入 して
くる主 な国 は、香 港 ・マ レー シア ・フィ リピ ンへ と多様 化 し、 また ビザ
カテ ゴ リー にお いて は、skillvisacategoryの比 率が 高 い事が ア ジアか
らのpermanentresident流入の特徴 となって い る(s#18〕。
1980年代 後半以 降のpermanentresidentのビザ別 流 入数 を見 る と、
skillprogramの増 大 が高 い時 に、 そ の構 成比 率 の 高い ア ジ アか らの移
民 が 多 く流 入す る傾 向 にあ る。1990年代 に 入 りオー ス トラ リア経 済 は
深 刻 な不 況 に見 まわれ、1992-93年及 び1993-94年に失業 率 は10%
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を越 えるこれ まで に ない高 い水 準 を経験 している。移民受入 れの規模 は、
オー ス トラ リアの経 済状況 に よって大 き く変化 す る。経済状況 が悪化 し、
移民 の受入 数が減 少す る と、最 も構成比 率 を下落 させ る ビザ カテゴ リー
はskillprogramであ る(iltg.)。
今後 の オー ス トラリア経 済か ら見 る と、移民 受入規模が低位 に推 移 し、
そ の結果 アジアか らの移民 の流入が 減少す るこ とが予測 され る。 しか し
そ の ・方で、移民 の受入 れ人数が減 少 して いる期 間において も、技術 を
持 ち、高 度 な教育 水準 とさ らに英語 能力の 高い移民 を積 極的 に受 入れて
い る傾 向 は 変更 され てい な い とも指 摘 され てい るli「20}。また1996-97
年 の移民 政策で はfamilyreunionの人数 を減少 し、skilledmigrantの人
数 を増 加 させ る内容が発 表 されてい るul21)。
長期 的 な視点 に 立つ と、 オース トラリアは世界経 済の グローバ ル化 に
ともない、早急 に産 業構 造の転換 を図 る事が余儀 な くされてい る。 この
ような状 況 にお いて、 オー ス トラ リアの200年余 の期 間の移 民の歴 史が
そ うであ った ように、 移民 に技術 を求め る と言 う経 済的側面 は今後 ます
ます 強 調 され る で あ ろ う。 以 ヒ見 て きた よ う に 、 ア ジ ア か らskill
programによって 入国 した移民 は、他の地域 に比べ て高 く、 アジアか ら
の 移民 に技 術的 側 面が 期 待 され てい る こ とは明 白で あ るri221。skilled
programを中心 と した アジアか らの移民 の流 入は、 オー ス トラ リア経 済
に とって今 後 も重要な側 面 として位 置づ け られて い くと考 え られ る。
〈注 〉
注11900年 オ ー ス トラ リ ア憲 法 が 成 立 し、"翌1901年に は 移 民 規 制 法
ImmigrationRestrictionActsが成立 し、議 会で 白豪 主義 が 制 定 され た。
1958年にはMigrationActが発 表され たが、 白豪 主義 は堅持 された。
注2大 量 のnon-British移民 流 人 の 先 例 が 確 立 され る の は 、1947年の
InternationatRefugeeOrganizationAgreementの批 准 に よる もので ある。
これ に よ り、今 後6ヶ 年 間 に中 央及 び東 ヨー ロ ッパ の 難民 を17万 人受 人
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れ ・再 定 住 させ る こ と に 同 意 した 。BalticRepublic、Czechoslovakia、
Hungary、Poland、theUkraineandYugoslaviaの国 々 か らの 難 民 が 中 心
と な っ た 。
注3Appleyard(1972)Refshauge(1982)は労 働 力 の 不 足 は 、 大 量 の移 民
流 人 に 関 す る 国 民 の 同 意 を 幅 広 く取 り付 け る こ と が で き た と 、 述 べ る 。
Rivett(1977)、Appleyard(1972)、Refshauge(1982)では 、1960年代 ま
で の 政 策 の 展 開 を 説 明 して い る。 そ こ で 、 大 量 の 移 民 の 導 人 は 、 こ れ まで
の イ ギ リ ス を 中 心 と した も の か ら、 北 欧 さ ら に 南 欧 そ して 中 東 へ と門 戸 を
拡 張 せ ざ る を得 な くな っ た と述 べ られ て い る,、
注4同 政 権 は 制 度 的 に は 選 択 審 査 制 度 を 採 用 し、 移 民 受 入 れ 基 準 の 客 観 性
を高 め て ゆ く。 しか し非 ヨ ー ロ ッパ 系 移 民 を拒 む か の よ うに 、Whitlam政
権 は 「家 族 呼 び 寄 せ 」 プ ロ グ ラ ム を 中 心 に、 移 民 受 人 れ の 数5万 人 と い う
過 去 最 低 の 水 準 に 減 少 させ た 。Whitlam政権 は1975年 に 、 総 督 に よ る解 任
とい う異 例 の 事 態 で 幕 を閉 じた 。
注5Stilwell1987,Collins1988
注6Blainey1987 ,





注10Jones,HuwR,1994,171でこ の よ う な観 点 を提 唱 して い る 。
注11問 題 点 と は 。 「見 込 みlntended」の デ ー タを 書 か せ る た め 、"category
jumping"の問 題 が 生 じる 。 つ ま りshort-termdepartureが戻 っ て こ な い 。
あ る い はpermanentdepartureがあ る 程 度 経 過 して 戻 っ て くる ケ ー ス 等 で
あ る 。 ま た 一 回 の ビザ の 申 請 で 複 数 回 の 出 入 国 が 認 め ら れ て い る 。long-
termとshort-termの移 動 の 数 が 実 際 に 移 動 した 人 数 よ りも大 き な 数 字 と な
る 事 も 問 題 で あ る,,
11三12AustralianImmigration;ASurveyoftheIssues.ChlIntroductionby
GraemeHugoによ る 、
注13ト ラ ンス タス マ ン条 約 に よ り、 ビザ 取 得 の 必 要 が な い 。
注141974年 は 移 民 の 受 入 れ 人 数 は 高 く、121,324人を 数 え て い る 。 しか し
1975年は54.117人と過 去 最 低 の 受 入 人 数 と な っ た 。 こ れ は 、 経 済 不 況 の 要
因 も あ っ た が 、 白 豪L義 の 廃 止 に よ り多 くの 国 か ら の 移 民 の 流 入 を避 け る
た め 、 家 族 呼 び 寄 せ プ ロ グ ラ ム を 中 心 と した 移 民 の 受 人 れ を お こ な っ た た
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め 、受 入人数 は5万 人代 に と極端 に減 少 した。
注151980年代初 期 にオー ス トラ リア にmineralboomが生 じ、技 術者 の不足
に よる プロ ジェ ク トの 中止 を避 け るこ とか ら移民 の 受入れ 人数 は上昇 した。
そ して1981年にはll8,740人の受 入 規模 に達 した。 また1988年の受入 れ は、
15万人 に 上る。1980年代 末の受 入 れの拡 大 の原 因は、FitzGeraldreportに
よる移 民受 人れの促 進 を内容 と した レポ ー トによ る。
注161996年7月 か ら1997年の6月 の 期 間 にお い て 、 オ■一・一ス トラ リア は、
85,810人の移 民 を受 け入 れ た。 財 政 年度 で カウ ン トした受 入 人数 の推 移 を
見 る と、不 況 の 影 響 か ら1993-94年の期 間に69,768人まで 下落 した が 、
1995-96年まで徐 々に上昇 し、99,139人までに増加 した。 しか し1996-97
年 には再 び下 落 し、1997-98年の計 画受 入れ 人数 も80,000人とさ らに減 少
して い る。
注171996-97年 の 地域 別 流 入者 数 の比 率 を示す と、北 東 ア ジアは20.3%、
東南 ア ジアは15.2%で合 計35.5%を占め る。旧 ソ連 を含 めた ヨー ロ ッパ は、
31.4%を占めて い る。(PopulationFlowsImmigrationAspects参照)
注181995-96年 の移 民 の流 入 は99.807人で あ った。SkilledProgramによ
る入国 は20,510人で あ った が、 この 内 ア ジアか らは10,450人で全 体 の 半数
を超 え る51%に 達 して い る。
注191982-83年 の 同 プ ロ グ ラムの 受 入 人数 は、 全 移民 の40%を 占 めて い
たが 、1984-85年には11%に ド落 してい る し、 また1990-91年に40%ま
で再 び 回復 す るが、1993-94年には24%に ド落す る。
注20移 民 選 考 にお いて技 術 を重 視 して い る こ とは、 専門性 の高 い前職 を も
つ移 民 の 流 入比 率 が 高い とい う調査 結 果が 証明 す る もの で あ る と述 べ る,,
(Jones,HuwR.tl994参照。 専門職比 率;1987-88年は41%、1989-90年
は51%、1991-92年は57%で あ る。)ま たDeborahJ.McNamaraand
JamesE.Coughlan(1997)では、skillの重視は 今後 も続 くと主張す る。
注211996-97年の期 間 には、 オ ー ス トラ リアは移 民 の受 人 数 を前 年度 に比
較 し減 少 させ た。 しか しskillprogramによる移民 の 数は、 前年 度24.100人
か ら27.550人に増 加 し、skiliedmigrantsの重 要性 を堅持 してい る。 また
1998年度 か らは、preferentialfamilyvisacategoryの選 考 では、技 術 と英
語 能 力 を'層 強 調 し、 名称 もSkilled-AustraHanLinkedと改 称 しfamily
migrationからskillmigrationカテ ゴ リー に シフ トす る。 この こ とを受 け、
97-98年度の カテ ゴ リー別の受 入f定 者 数 は、totalfamily32,000人に対 し、
totalskillは35,260人とskillcategoryがh回る構 成 とな ってい る。
注221996-97年 の統 計 で は、skilledmigrantsが多 い 地域 は、北 東 ア ジ
88
ア ・南 ア ジア ・南 ア フ リカが 大部 分 であ るが ア フ リカで あ る。 国別 の比 率
で は 、 イ ギ リス(19.7%)、南 ア フ リカ(9.1%)と 高 い が 、 続 い て 中 国
(8.2%)、香 港(7.8%)、イ ン ド(6.5%)、台 湾(6.1%)、イ ン ドネ シア
























































































































































































































A廿k冶 1590 1767 1986 2923 2840 4939 6745 77767500 15779 28510 61936
Am●rio8 7109 7155 10316 13696 12536 11378 12128 1159011627 14500 19021 55755
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A5ig 41951 32120 43418 46271 47425 36802 30261 24191 23293 45811 70481 153960
Chふ8 38742 28662 38381 36049 29907 20918 15265 8579 6404 10277 14488 η601
HonKoo 20 54 81 167 418 339 237 762 1554 3544 5583
hdon●8i禽 190 310 1615 1044 995 580 440 1041 3631 6018 7981
J8㎝ 6 39 461 3602 3499 2769 2257 330 966 2306 4929
Kor●8 4 6 10 8 130 201 468
Mal●6i8 2279 5793 14945
Ph甜i加 ●s 40 75 545 823 453 330 234 141 2η 430 2550
S栖8● ・ 1127 2759 5532
Vi●t簡m 1 25 30 28 200 320 717
Kuoh88
1」08
Thail加d 37 14 20 30 25 323 371 1004
Sorc●:"EStimatedResidentPopulationbyCeuntryefBirth,Ag6andSex
1861-1971のデ ー タの 出 所"WorkingPap●rlnDem。graphy"1984Bithplac●ofth●AustralianPopulation,1861-1981
Not●:(AT):Sorc●:"AtlasσfThoAuStratianP●opte-1991Census,
(P)=prejeotion
①1911-1971のVietnamの数 字 は 、Ind。chinaの合 計 で あ る 。
② ③Bur●su。flmmigration,MulticulturalandP。pulati。nR●sear。h(文献128、Tabl●7より抜 粋 した 。)
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1974 121324 6332026984 2116287522185326831496529
1975 54117 5835219858 1323278806095160231528959
1976 58317 59875 23312 1415029682655318681641636
1977 75640 57700 27472 1608139736775632811697771
1978 68419 57938 28389 15474510294826305941814822
1979 72236 61441 33450 16712811443347933452104807
1980 94500 58760 31030 18429011948009046002283600
1981 118740 59400 34550 21269011814009367002330800
1982 107170 53770 34270 19520012596009547002409500
1983 78390 47810 27380 15357012197009439002317100
1984 73110 51560 28870 153530137470010151002543300
1985 82000 55670 34880 172550149470011426002809900
1986 103330 55310 38050 196680151320014294003139300
1987 12829053590 39740 221620158630017849003592900
1988 15155054990 47330 253860163790022493004141100
1989 13106053440 53540 238050191270020803004231000
1990 12156356365 56120 234048210930022149004558300
1991 11664761259 59326 237232200970023704004617300
1992 9424666155 60052220453216630026033004990100
1993 6567573428 58829 197932221520029962005409300
1994 7793778064 65912221913230250033617005886200
1995 9696978794 78172 253935247080037258006450600




別表3 Se廿lerArrivatsbyRegion 別表4 SettlerDeparturesbyRegion
AfricaAmericaEuroe OceaniaAsb
1972 4558 9576 78765 4971 13709
1973 3666 8758 70480 6222 13016
1974 3430 14496 79019 5853 18524
1975 2268 6114 27619 4397 13719
1976 1827 5804 26129 5394 19164
1977 3435 5417 32291 8610 25885
1978 3902 4132 27002 10440 22942
1979 3926 4053 23467 15115 25651
1980 4463 3775 41506 16356 28368
1981 5473 4324 59534 17886 31501
1982 5056 4475 58408 12055 27171
1983 4340 4020 33360 6960 29700
1984 3290 5580 21070 8420 34750
1985 4240 7130 23020 14960 32640
1986 7420 7550 32140 18630 37590
1987 8650 8300 39150 21990 50190
1988 7500 8730 43740 33090 58470
1989 4770 8280 38340 24310 55330
1990 4260 7370 34470 14150 6刊40
1991 3090 7300 30090 11190 64900
1992 2530 5180 25040 11160 50240
1993 2090 3490 19170 10280 30410
1994 2904 3634 20013 11281 31559
1995 4398 4441 24929 15537 38019
注11994年以 降 の デ ー ター は 、Yearended30Jun6
AfrioaAm●ricaEuro Oce8ni8A8i白
1972 548 2703 27087 3092 941
1973 530 3053 24199 3224 762
1974 414 1733 18898 1736 661
1975 338 1304 15463 1749 639
1976 248 1252 14347 1460 635
1977 221 1116 11657 1445 610
1978 208 1555 12518 2198 779
1979 266 1341 10296 3387 892
1980 292 1091 8024 4049 788
1981 293 1020 6998 5000 827
1982 285 953 8267 6199 934
1983 360 1000 10210 6950 860
1984 290 1050 8100 5660 1000
1985 伯0 2280 6940 7720 1260
1986 130 2550 6250 8180 1370
1987 220 2650 6960 8800 1510
1988 220 2750 7680 7830 1630
1989 220 3330 9030 9800 2350
1990 270 369010230 12700 3360
1991 310 369011050 10420 4340
1992 260 365010000 9550 4620
1993 1go 3800 8690 10000 5310
1994 199 3587 8139 10227 5019
1995 178 3259 8162 9999 5323






H㎝gK㎝9 MalasiaShare China lndonesiaJaan Korea TaiwanPhilliine8ThailandVietNarn
1972 347 914 575 352 145 64 438 48
1973 403 669 824 378 129 93 466 93
1974 951 1088 868 163 133 766
1975 748 1113 587 124 82 1106
1976 978 1443 707 196 83 1127
1977 1398 2039 819 324 81 1904
1978 1408 1981 581 317 78 1197
1979 908 1489 487 372 121 1578
1980 724 1772 555 1456 431 195 2588 217
1981 1001 2157 636 1368 1895 258 2969 212 12285
1982 1354 2122 710 1066 203 3094 301 8383
1983 1510 1870 590 1300 940 210 2660 230 9370
1984 3070 1870 670 2600 1090 190 570 2950 330 ggoo
1985 4610 4280 1130 1750 2000 320 830 3910 2360 2120
1986 4940 3840 1550 1140 2070 390 1400 5040 2510 3020
1987 6420 6440 2610 月20 1850 660 1770 9160 3400
1988 9530 8390 2970 1140 1520 910 1590 10590 3390
1989 10380 8290 2560 1290 1830 810 1610 2560 7090 4000
1990 14190 7500 1910 1130 1380 650 1080 1080 6300 3550
1991 17470 4610 1930 1410 1250 620 990 3460 6460 2320
1992 12010 2260 1250 1720 1290 520 1110 2110 4930 1380
1993 4860 1610 760 1570 1710 450 750 880 3820 780
1994 4075 1545 779 1915 1611 446 650 779 4330 932 3452
1995 5139 1401 1107 2604 1044 595 646 753 4497 1169 3697
注1984年ま で。。untry。fbirth,1985年か らo。untry。f|astresidence
別表6 SettlerDeparturebyAsianCountry
HonKonMalasiaSinar6 China lndonesiaJa飢 Korea ↑aiwan Philiin6sThailar司Vietnam
1972 33 136 34 72 75 121 27 11
1973 31 85 30 73 56 182 27 11
1974 26 55 52 63 38 20
1975 34 53 42 24 40 22
1976 29 56 34 51 37 16
1977 33 43 28 50 38 30
1978 49 35 40 63 82 37
1979 47 57 36 64 134 56
1980 52 51 33 43 50 90 47 17
1981 48 64 23 5381 77 63 11 43
1982 46 152 49 6378 94 52 16 54
1983 60 100 40 5070 50 60
1984 80 160 50 70 90 40 30 70 50
1985 280 90 140 40 90 90 20 20 80 50
1986 330 90 120 30 90 140 30 30 110 60
1987 450 90 160 20 140 100 30 20 80 60
1988 490 70 150 20 110 120 60 40 90 60
1989 670 140 220 40 160 160 80 60140 120
1ggo 900・390 430 50 240 190 80 50 150 170
1991 950 410 590 80 330 280 170 140 190 220
1992 1070 410 550 90 370 300 160 150 240 250
1993 1330 370 610 180 360 260 170 210 230 240
1994 1328 309 563 175 319 2tg 145 202 186 229 160
1995 1545 262 569 416 338 182 104 202 187 218 199
注 ①1994年以 降 の デ ー ター は 、Yearended30June
②1985年以 降 はG。untry。fintendedresidentを示 して い る 。そ れ 以 前 はc。untry。fbirkh
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